
主要栄養成分と⼀般的な働き
ビタミンB1
炭⽔化物からのエネルギー産⽣と⽪膚や粘膜の健康維持を助ける栄養素
ビタミンB2
⽪膚や粘膜の健康維持を助ける栄養素
ビタミンB6
タンパク質からのエネルギー産⽣と⽪膚や粘膜の健康維持を助ける栄養素
ビタミンB12
⾚⾎球の形成を助ける栄養素
葉酸
⾚⾎球の形成を助けるとともに、胎児の正常な発育に寄与する栄養素
ビタミンD
腸管のカルシウムの吸収を促進し、⾻の形成を助ける栄養素
ビタミンE
抗酸化作⽤により体内の資質を酸化から守り細胞の健康維持を助ける栄養素

ルンブルクスルベルス粉末
⾼純度濃度に抽出した特殊酵素粉末は、⾎栓をアメのように溶解し⽑細⾎管までも
含めた⾎栓症を改善するといわれています。⾃然成分であるルンブルクスルベルスを特
許製法である真空凍結乾燥によって製造しました。
＜参考情報＞
⾎栓が体内の臓器で詰まることで、脳梗塞・
⼼筋梗塞・肺⾎栓などを引き起こします。

＜⽝の⾎栓臨床事例＞
⾎栓により⾎流が遮断された静脈が、経
⼝投与後4時間で開通した際の写真(右)

還元型コエンザイムQ10(カネカ製)・レスベラトロール
コエンザイムQ10は、⽇常の⽣活で⽣じる⼀過性の⾝体的疲労感の軽減に役⽴つこ
とが報告されています。体内で活性酸素に働きかけ若返り効果が期待されています。
加齢とともに減少していきます。還元型の場合、変換⼯程がなくダイレクトに働き、効率
的にエネルギー産⽣をサポーとします。

ブドウ葉抽出物（レスベラトロール）
強い抗酸化作⽤をもつポリフェノールの⼀種。最近の研究で「抗酸化酵素SOD」を⽣
成することが確認されています。健康や美しさを維持したい⽅に注⽬されている成分。
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ミミズ酵素
ルンブロキナーゼの特⻑

・フィブリン・フィブリノーゲンにのみ作⽤
⾎液中の他のタンパク質を溶解しない。
(プラスミノーゲン・アルブミン)
・過剰なフィブリン溶解による出⾎が起きない。

【出⾎から⾎管の修復の仕組み】
トロンビンの作⽤でフィブリノゲンがフィブリンに変化し、フィブリンが網⽬状のガッチリし
た膜を作り、⾎⼩板⾎栓を固めます。これにより、⼤きな⾎管の破れにも耐えられる
⾎栓ができることになります。⾎管の破れが元どおりになると、⾎栓は⾎液が流れるの
にジャマになりますので、⾎栓を除去する作⽤が始まります。
この現象を線維素（せんいそ＝フィブリン）溶解という意味で、略して「線溶（せ

んよう）」と呼んでいます。線溶を⾏うのはプラスミンという⾎液中のタンパク質です。
⾎液中ではプラスミノーゲンとして存在しています。プラスミノーゲンは肝臓で合成、
分泌され、⾎液中を循環しています。プラスミノーゲンから酵素活性を有するプラスミン
への変換は組織プラスミノーゲンアクチベータ(t-PA)によって⾏われます。
プラスミンがフィブリンの網⽬の膜を溶かします。フィブリン膜に囲まれた⾎⼩板などは、
⽩⾎球の⼀種の単球・マクロファージが飲み込んで、⾎栓は跡形もなくなります。この
ようにして⾎管を通常は、修復します。

・神経、⼼⾎管、呼吸器、⾎管などの組織を
障害しない（ラット・ウサギ・⽝の毒性試験）
・腎・肝臓の機能を障害しない。
（ラットへの⻑期投与試験）
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悪性新⽣物
⼼疾患
⽼衰
脳⾎管疾患
肺炎
誤嚥性肺炎
不慮の事故
腎不全
アルツハイマー病
⾎栓性及び詳細不明
その他

⾎栓に係わる病気

脳 に詰まれば、 脳梗塞
⼼臓に詰まれば、 ⼼筋梗塞
肺 に詰まれば、 肺⾎栓
他にも⾎管の詰まりで・・・

動脈硬化、⾼⾎圧、糖尿病等
様々な病気を引き起こします。

⾎栓

わかりやすく⾔うと
⾎管内のかさぶた
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【ご参考】⽇本⼈の主な死因

第１位
悪性新⽣物(主に癌)

第2位 ⼼疾患
第4位 脳⾎栓疾患
⇒いずれも⾎管が詰まる
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